
飯山市国民スポーツ大会準備委員会 

競技式典専門委員会 第３回ジャンプ台整備検討部会 次第 

日時：令和６年１1月 29日（金）午後 4時 

場所：飯山市役所 ４階会議室 

１ 開 会 

２ あいさつ 

3 検討事項 

(1)整備検討に伴う参考資料

(2)国内のジャンプ台整備状況【資料 1】　※一部非公開

・競技ルールの確認 【資料 2】

・国スポ後の活用 【資料 3】

(２)市営飯山シャンツェ整備提案 【資料 4】　※一部非公開

(３)将来に向けた構想（草案）及び国スポに向けた整備計画（草案）

４ その他 

  第４回部会  令和６年 12月  日（  ）   時から 

５ 閉 会 



国内のアイストラック整備済ジャンプ台の状況（一部） 

市町村名 施設名 国体開催年 整備内容 整備費用（千円） 施設の維持費 使用料 国体後の利用 

鹿角市 

（秋田） 

花輪ｼｬﾝﾂｪ 2022（R4）.2 

2025（R7）.2 

2026（R8）.2 

ノーマルヒルは

県営 

八幡平市 

（岩手） 

矢神飛躍台 2023（R5）.2 アイストラックを

R3～R4の2ヵ

年で整備 

水源が無く、サ

マー化は断念

山形市 

（山形） 

蔵王ｼﾞｬﾝﾌﾟ台 2024（R6）.2 7・8年前アイス

トラックを整備

白馬村 

（長野） 

白馬ｼﾞｬﾝﾌﾟ競技場 2017

（H29）.2 

アイストラック

スタートゲート

転倒防護板 

上記電気工事 

H27～28整備 
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国スポ冬季大会（ジャンプ競技）のルール確認 

 

相談者：ＳＡＪジャンプコンバインド委員会 

       佐藤 貢 氏 

 

【施設の前提】 

 市営飯山シャンツェ  ノーマルヒルジャンプ台 HS89 

  

１ 【サマージャンプ可能（改修）で雪が少ない（無い）場合の対応】 

①会場全てに雪が無い状態では、サマージャンプで競技ができますか？ 

現在の規則ではサマージャンプでの競技はできない。ただし、全日本スキージャンプ競技規

則では、ハイブリット競技会で行う場合、アプローチは雪か氷という決まりがある。 

 

②雪が少なく、アプローチはチャイナレール、ランディング・アウトランは雪面で競技ができま

すか？ 

現在は認められていない。国体（国スポ）でその様に実施した前例はないと思う。 

 

③問②の逆で、アプローチは雪面、ランディング・アウトランは人工芝で競技ができますか？ 

前例もなく、現実的ではない。 

 

２ 【競技が可能な時間帯】 

① 朝は何時から競技可能ですか？ 

早くても競技開始 8時ではないかと思う。 

 

②夜は何時まで競技可能ですか？ 

コンバインドクロスや表彰式等を考えると、夕方からの開催は厳しい。 

 

３ 【施設の整備】 

① アプローチのアイストラック化は必須ですか？ 

現在の全日本スキージャンプ競技規則では必須ではないが、市営飯山シャンツェの現状やイ

ンターハイの前例を考えると、アイストラック化が望ましい。 

 

４ 【その他】 

①ミディアムヒル（HS65）によるサマージャンプで競技ができますか？ 

国民スポーツ大会開催基準要項細則第 2 項に定める施設基準に「ジャンプ台ヒルサイズは 

80m 以上」という決まりがある。また、摘要に「ジャンプ台について、ヒルサイズが 80m に

満たない場合は全日本スキー連盟において協議する」とあるが、HS80にほど遠いHS65の

台を全日本スキー連盟では認めないと思う。 
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市営飯山シャンツェ利活用調査（結果）

大会協力 台整備協力

・ノーマルヒルのサマー化により、近隣市町村、

県内、県外からの利用が見込める。

冬季

1～2月
・長野県スキー大会週間ジャンプ競技（2年に1回） 可

利用人数10名

月1程度
可

・アイストラックが整備された場合は、大会を開催すべきと考

えます。
可

利用人数10名

週3でナイター

可

内容による

夏季

5～11月

・ＳＡＪ公認ジャンプ大会

（現在8月下旬に南魚沼市、翌週に妙高市、その翌週に白馬村と大会が

　開催されているので、そこへ組み込んではどうか。学生以上男女100

　人程度）

・上記大会に組合せて、サマーコンバインド大会を開催する。（ロー

ラースキーコースは木島平村で開催。）

可

利用人数10名

週3でナイター

毎週土日

―

国スポ後の活用 利用頻度 その他考えられる活用例

飯

山

高

校

長

野

県

ス

キ

ー

連

盟

夏季

5～11月

・ジャンプ体験会

・夏季合宿、競技会

・オリンピアンの指導による小中高生の合同合宿

・県外チームの合宿誘致

可
利用人数20名

月1程度
―

冬季

1～2月

・長野県スキー大会週間ノルディック種目ジャンプ競技の開

催。

・他県スキー大会との合同開催。

可

・日本で国際大会開催時に、トレーニング台とし

て活用。

・様々な企業やスポーツ団体とのコラボイベント

開催。

・協賛企業を募り、西回り線側の壁に広告掲載。

・近隣市町村と維持管理について協議会を立ち上

げる。

・高校生は週末土日の利用が中心になります。

・冬季の台整備は、ランディング・アウトランを

機械整備できれば、アプローチの整備は協力で

きると思う。

冬季

1～2月

飯

山

市

ス

キ

ー

ク

ラ

ブ

ジ

ャ

ン

プ

ス

ポ

ー

ツ

少

年

団

夏季

5～11月

・ＦＩＳワールドカップジャンプ

・ＦＩＳワールドカップコンバインド

・中学生以上を対象とした大会（6月頃）

利用人数30名

月1程度
可

可
利用人数10名

週3程度
―
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市営飯山シャンツェ整備提案

現施設の課題

・設備の老朽化、ルール上の課題など選手の安全対策に対する整備が必要である。

・気象条件の変化により、降雪量の見込みが立たないため、円滑な競技開催に向け対策が必要である。

・立地条件により、冬季時の台整備及び維持が難しいため、公平な競技運営の確保が課題となっている。

・冬季の台整備には労力がかかり過ぎるため、整備作業の省力化が求められる。

　【将来像】 　【提案１】 　【提案２】

整備方法 概算整備費 整備方法 概算整備費 整備方法 概算整備費

アイストラック アイストラック
サマー用

チャイナレール

アプローチ

ﾗﾝﾃﾞｨﾝｸﾞﾊﾞｰﾝ

アプローチ

ﾗﾝﾃﾞｨﾝｸﾞﾊﾞｰﾝ

アプローチ

ﾗﾝﾃﾞｨﾝｸﾞﾊﾞｰﾝ

全面改修 全面改修 全面改修

延長 更新 更新

更新 ノーマルヒル用 ノーマルヒル用

ノーマルヒル用

新設

改修

新設

ノーマルヒル

将来に向けた市営飯山シャンツェの活用

R5利用者 台整備協力

ジャンプ台整備検討部会では、財源確保の課題もあるが、第８２回国民スポーツ大会冬季大会が円滑に開催できるよう市営飯山シャンツェ整備について上記のとおり提案いたします。

【メリット】

・国民スポーツ大会を円滑に実施する事ができる。

・国民スポーツ大会後の夏季・冬季共に活用の幅が広がる。

・ジャンプ台の利用者増による地域活性化が図れる。

・ジャンプ台整備役員の省力化が図れる。

【メリット】

・アプローチ整備に時間を要するが、国民スポーツ大会を円滑に実施する事が

できる。

・国民スポーツ大会後の夏季に、活用の幅が広がる。

・ジャンプ台の利用者増による地域活性化が図れる。

転倒防護板

スロープカー改修工事

（本体、レール延長）

リザルトシステム等

（リザルト・ビデオ判定・風向計他）

展望スペース

ナイター照明設備

観客スタンド

ジャッジハウス屋上テラス

ミニシャンツェ

転倒防護板

既存スロープカー改修工事

リザルトシステム等

（リザルト・ビデオ判定・風向計他）

施設名

アプローチ（インラン）

ランディングバーン及びアウトラン
サマー化

人工芝
アウトランの延長

施設名

アプローチ（インラン）

ランディングバーン及びアウトラン
サマー化

人工芝
アウトランの延長

・国内の国際大会開催時に、トレーニング台として活用が可能。

・企業やスポーツ団体とのイベントを開催。

・施設東側（西回り線側）斜面等を活用して、協賛企業広告の掲示を行う。

・維持管理について、近隣町村と協議会を立ち上げる。

・サマージャンプ台は近隣市町村の他、県内、県外からの利用が見込める。

―

可

ナイター照明設備

国スポ後の活用 大会協力 利用頻度

夏季

5～11月

・ジャンプ体験会

・夏季合宿の受入れ、誘致

・オリンピアン指導による小中高合同合宿

・各種サマージャンプ大会

・ワールドカップジャンプorコンバインド

可

４団体計

延べ3,150人

月平均450人

一般利用含む

利用者数

延べ1,913人

冬季

1～2月

・県スキー大会週間の開催

・他県と合同による大会
可

４団体計

延べ338人

月平均169人

―

施設名

アプローチ（インラン）

ランディングバーン及びアウトラン
サマー化

人工芝
アウトランの延長

転倒防護板

既存スロープカー改修工事

リザルトシステム等

（リザルト・ビデオ判定・風向計他）

ナイター照明設備

その他考えられる活用例
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ジャンプ台整備検討部会の進め方 

第１回（R6.10.29）

第２回（R6.11.11）

第３回（R6.11.29）

第４回（R6.12. ）

・市営飯山シャンツェの現状把握 

・主な国内外のジャンプ台 

・基本設計実施業者からの提案内容 

・検討部会の進め方 

・飯山シャンツェの将来像について（団体、所属） 

・市営飯山シャンツェの将来に向けた構想（素案）検討 

・市営飯山シャンツェの国スポに向けた整備計画（素案）検討 

 

・市営飯山シャンツェの将来に向けた構想・整備計画（草案）の確認 

・飯山市、専門委員会、常任委員会等への報告確認 

・ 

・市営飯山シャンツェの将来に向けた構想（草案）検討・決定 

・市営飯山シャンツェの国スポに向けた整備計画（草案）検討・決定 
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